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第う回目ホ模湾JBCオーブンヨットレース
開催日：1992年B月7日(日)[参加者募集中］

種目：クルーザー

参加対象：アマチュアヨット愛好者すべてを対象としま説

参加費用：1艇につき8,000円(8人まで､)/9人以上の場合は1人追加ごとに1,000円

表彰：参加者全員に参加賞､各クラス1位～3位にトロフイー､4位～6位に楯､他特別賞を多数用意していま或

締切日：5月31日旧）

■主催:株式会社朝日海洋

E手管:社団法人日本外洋帆走協会関東支部/STC(セールボート･トレーニング･クラブ）

■後援:神奈川県､三浦市

■協賛:株式会社西洋環境開発

■協力：逗子マリーナ､葉山マIノーナ､シーボニア 一
一

お申し込み〆お問い合せ：相模湾JBCオープンﾖｯﾄレース事務局0468-82-1212(朝日海洋シーボニアマリーナ内）
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昨年の11月にイタリアのミラノ

で，現在ヨーロッパワントンポート

オーナーズクラブの会長をしている

Mr,LANDOLFIに会った。海に面

していないミラノのヨットクラブは，

ミラノの中心の中世を思わせる古い

石作りの建物の中にあった。

ヨーロッパ特有の,入口こそみすぼ

らしい様に見える玄関のドアを一歩

入ると，そこは別世界であった。壮

麗で侭碓なミーティングルーム，会

員がケストとともにゆったりとくつ

ろげるラウンジ。さすがはイタリア

と感じさせるおしゃれなウエアーシ

ョップ。などがあった。2階にはヨー

ロッパでもトップ･クラスのホテルチ

ェーン"CIGAHOTEL''が運営を

任されているダイニングがある。11

月の平日とあって会員は5～6人し

かいなかったが，黒服のウエイター

がCIGAHOTELとまったく変わら

ないサービスをしてくれた。

日本でいえば，さしずめNORC

の2階に帝国ホテルが入っているよ

うなものだ。しかも会員とゲスト以

ブが密接な連絡を取り合い協力して

行き，将来は日本でワントン選手権

をやろうじゃないか｣。とうれしい提

案をいただきミーティングを終了し

た。

今年になってLANDOLFIより手

紙をいただき，それによると，本年

2月22日にZURICHにおいてワン|、

ンオーナーズミーテインク、が開かｵ橇

その中で「現在IORにおいて，り～

ントンクラスは，他のどのクラスよ

りも活況を呈しており，今後におい

てもポートの数が増加していくだろ

う｡｣と､僑忍され，また，『将来，多く

のワントンポートが存在する日本に

おいて，ワントンワールドを行ない

たい｡」と討論されたと言うことであ

る。このことは，昨年のミーティン

グの通りに,LANDOLFIが会議で

提案してくれたのだと思う。彼らが

活況を呈しているというように。確

かに，来年のアドミラルズカッフ。を

ターゲットにして，多くのワントン

ポートが発注されている。クックソ

ンて､､は,LANDOLFIをオーナーと

外はまったく入ることは許されない

のだ。

彼からヨーロッパにおけるワント

ンポートの活釧犬況を詳しく聞くこ

とができた。

IORが衰退していると言われて

いる中で，少なくともヨーロッパに

おけるワン|､ンクラスは，ますます

過熱しているようである。

1992年は81111のレースがすて鹸に決

定され，3月のポーランドから始ま

り，ドイツワントン選手権の行われ

るデンマーク，スペイン，サルジニ

アカッフ。のイタリアである。この8

回のサーキットが各国のワントンポ

ートオーナーズクラブの会員が中心

となって運営されている。場所によ

っては，地元のオーガナイゼーショ

ンがスポンサーを取り，クルーの宿

泊や食事を全額負担する場合もある。

彼は会話の中で､「多くのワントン

ポートを有する日本への期待は非常

に大きい。ぜひ日本からもこのサー

キットに参加してほしい」と力説し

ていた。また，「両方オーナーズクラ

ー＝
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ロバガンダ"’4位"マテンロウ"’5

位“ブルーノート”の順てあった。

（詳細は，成績表参照）

各艇は,これらジャパンカッフ。に向

けて,レーティンク響の調整ｾｰﾙ

やクルーなど最後の準備に入ってお

り，関西からも"チャチャ"，“サマー

ガール",“カリーニョ”がジャパンカ

ッフ｡参加を表明しているので，シビ

アでコンペティティブなレースが期

待できそうである。また，ワントン

ポー|､オーナーズクラブは,“チャチ

ャ”が加わり，現在12艇となり，秋

には|對西でワン|､ンカップ｡を開催す

ることが決定している。ヨーロッパ

全体で約15艇のメンバーがサーキッ

トを行っていることを考えると，ヨ

ーロッパと日本のワントンポートが，

このクラスを牽引していることは，

紛れもない事実て､､あろう。

晶後に今l可のレースに御協力いた

だいた，レース委員長の稲葉氏をは

じめ沢Ⅱlの方々に紙面をお借りして

御礼申し上げます。

ワン|､ンボー|､オーナーズクラブ

事務局石渡一夫

して，本年1月に&{FARRITON''

の''BRAVA''力建造を始め,マーテ

ンマリーンて、は"VROLIJK1TON''

の"PINTA"が3月に進水してい

る。また,H本においても佐々木氏

が率いる"AMATORA''が"FARR

lTON''をマーテンマリンにおいて

ニュージーランドACに使用された

新素材"T800/35J''を使用して3

月に建造が開始された。この

"AMATORA''は''PROPA-

GANDA'',''BLUENOTE''との

協同プロジェク|､て叡来年のアドミラ

ルズカッフ･に参加したい旨をすでに

一表明している。当然のことながら，

腱の設計には，アドミラルズカッフ･

の海域を想定されたものになってい

る。現在のクラスルールは1994年以

降大幅よ改正されることになってお

り，来年度のアドミラルズカッフ。は，

現ルールでの最後の大会となり，特

にワン|､ンクラスは熾烈な城いにな

ることが予想される。

こうした状況の!|'て､､,ll本におい

てもジャパンカッフ･の開催が4月に

変更され，その''1て、ワン|､ンパシフ

イック選丁椎がliil時に|ﾘﾄl樅されるこ

とになったわけである。今回は，昨

年のジャパンカッフ。からあまり期|H1

がないこともあって，運営の方々や，

参加するオーナーサイドにおいても

大変な稚陪労があると思われるが，

日本においてこのような大きなイベ

ン卜が開催されるのは，クウォータ

トンワールド以来のことであり，非

常に喜ばしいことて､あると思う。ま

た,ORCが提唱しているエイジア

ローワンスルールの適用は，建造後，

数年経過したIORポートを再びコ

ンペティティブにすることに成功し

ている。

このジャパンカッフ･の前哨戦とし

て，関東におけるワンl､ンカップ｡が

3月20日,21n,22nの311間に行

われた。1日2レースて計6レース

が予定されていたが,21Hは，風速

が35ノットを越えたために!|!止さ

れ,20日に2レース,2211に3レー

スの計5レースが行われた。終始風

が大きく振れ回り，余談を許さない

レース展開とはなったが,1,2,

1，3，5位と順位をまとめて優勝

した“カラス”の総合力がIj立った。

以下2位“アーカンベイ"’3位“ﾌﾟ
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関西が立ち上がった！
関西トナーズカップ
現在，大阪湾で活躍中の11､ナー

及び2トナーのオーナー達の呼び掛

けて昨年2月に発足された，大阪ベ

イ・トナーズクラブ主催のレースを

レポートいたします。

衰退化減少にあると言われるIO

Rポートて、ありますが，ジャパンカ

ッフ。や国際レース等を目指して頑張

っている艇も大阪湾には少なくあり

ません。そのためのトレーニングや

艇のチューニングも兼ね，昨年度よ

り数回レースを催してまいりました

が，本年度よりシリーズレースを組

み入れることになり，3月20日～22

日の3日間にわたり開催されました。

同レースでは各艇のオーナー達が役

割分担をし，案内，運営，ルール，

パーティ等，参加者が望む理想的な

レースを‘じ掛け，なおかつレガッタ

にかかるすべての費用を割り勘にす

るというシステムがとられ，参加者

の協力のもとて、シリーズ開幕となり

キlナ〉
‐ｰ〃'－0

今回のレースは軽風～強風とバラ

エティにとんだ展開となり、各艇そ

れぞれのポテンシャルを活かしたし

写真協力／ヨッティング

一ス展開となった。そして，各クラ

スとも最後までデッドヒートが演じ

られた。

尚，このようなレースをつうじて，

内海の親睦と発展に少しで､も寄与出

来ればと，参加クルー一同願ってお

ります。又，今lⅡlのレース開催にあ

たってご協力頂いた,関西ﾖｯﾄ岩
ラブその他関係方々に紙面をお借I

して，お礼申し上げます。

大阪ベイトナーズクラブ

事務局船山泰文
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KansaiTonner'sCupResults

3R|艇名セールNC オーナー名 lR 2R IR| 5R 駅
一

スウインク1 3553 鈴木重行 ３ ２ 1 1 ２ ２

ドンキー２ 3215 土井収二 2 4 ２ ２ 1 1

山村彰３ 4789 チャチャ 1 61 ３ Ret 4

サマーガール４ 1726 馬場益弘 6 Ret 7 ５ ３ ３

一
○ カリーニョ8 古川浩一221］ 4 Ret 4 Ret 5L）

6 2333 トーゴXO

ウィル

山田東吾 7 ３ 4 6 Ret Ret

7 3538 小田長司 8 Ret
二
３ 8 Ret 6

チャンポサ』 盛田正敏8 3537 5 Ret 8 ７ Ret 7

＊その他今ImIレースに参加しなかったクラブ艇．アイムソーリ．スピカ．シェスタ

クラス順位

2トンクラス1位スウィング2位ドンキー3位｜､－ゴ

1トンクラス1位チャチャ2位サマーガール3位カリーニョ

4位ウイル5位チャンポサJ
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いざという時，どうすべきかノ
｢緊急事態発生時の対処の仕方]講習会を実施したNORC東海支部

と樹間を受け，教訂||としてほしいｰ

要望された。

続いての侮頼救難課長は救難用へ

リコフ｡ターのパイロットで､あるが，

昨年末の事故が無ければこれほど真

剣に聞いてもらえなかったであろう

と，こういった機会に呼ばれて良か

ったと前置きした後，遭難時のサバ

イバル法を中心に講演された。

講演内容は次のとおりである。

．だれて’も「自分だけは事故に

遭わない」と思っている。

・船の中て､のそれぞれの立場に

よって，その責任の感じ方は異

なり，艇長は一番責任を感じて

いるのではないか。

・遭難は経験できるものて､､はな

NORC東海支部では,3月18日

の例会において約80名の会員の参加

を得て「緊急事態発生時の対処の仕

方」と題して，第1LI管区海上保安本

部・警嗣女難部の難波淳治・航行安

全課長，侮噸和正・救難課長をお迎

えし，事故|坊止，遭難時のサバイバ

ル法などについての講演会を実施し

た。

あいさつに立った小林部長は，昨

年末のグァムレースでの事故におい

て遭難した2艇のクルーは，いずれ

も優秀なヨットマンであったが亡く

なられ非常に残念であった，また東

海支部では12年前に遠州灘で西脇君

を遭難で失い，以降｢東海支部基金」

を設立して事故に対応て､きるよう備

えたが，幸い無事故て識あった。しか

し，我々の気持ちの'l!に「ヨットは

絶対に安全で､ある｡」というヨシ|､に

対する過信などの気持ちの緩みがあ

った。災害は忘れた頃にやってくる

というように，もう一度心を引き締

めていかなければならないと述べた‘

講演て､､は，まず難波航行安全課長

からは海上保安庁の業務内容の紹介

のばか，平成3年度の海難事故の発

生状況と昨年5月に三河湾で発生し

たカタマランの事故状況について説

明を受けた。カタマランめ事故にお

いては，余裕のある行重jr予定とか安

全備品の使用，気象海象への注意な

どのヨットマンにとっての基本的な

知識と技能が身に付･いていなかった



〈，先輩などにいろんな経験を

|Hi<ことが一番である

・救難には遭難将の気持ちにな

らなくてはとサバイバル訂||練を

実施しているが，漂流を想定し

て何も食わずにl～2日をボー

｜､て過ごしていると，最初はタ

バコが欲しいとか1II1か食べたい

と,思っているが，Ⅱ､WMが経つに

従い今まて､､の考え方が甘かった

ことに気付き，いかにすべきか

の心構えができる。

・自分もいつか事故に遭うと考

え，常に安全に,L掛けることが

へ必要である。

サバイバル法て､､はまず生存につい

て，

・水中て､､は体温の低下にともな

L,15｡C程度て．6時|剛,飲まず食

わずて譲は1週間しか生存できな

い。

・遭難したら最初の24時間は何

も食べず胃を小さくして食欲を

落としてから，漂流する期間を

で､きるだけ永く想定して食料を

配分すること。

・水や食料がたくさんあっても

90％の人は311て､死んで､しまう，

これは生きる気力を無くしてし

まうことが原因て､あI),大変で

はあるが，必ず兄付け出すから

へ「必ず助かる」と希望を袷てな

いて､､ほしいこと。

。あるものはなんで､も利用する

こと。落水し船が戻ってきたと

イーパフのとりあつかいも当然議題のひとつに登場

9

きに履いているパンツを脱いで

振ったおかげで発兄された例も

ある。

ライフラフトについて

・ライフラフトは開くとすく守に

風に流される。風速の6～7％

て､流される。船体にとめるかシ

ーアンカーによって流れ防止を
一トグー1

9Q－とo

．みんなが海に落ちた時はラフ

｜､の回りに集まってから開かな

いと近くにいた人しか乗れない

こと。

・海では夏で､も非附に冷えるた

めたくさん着込むこと，体を濡

らさないこと。

・救命胴衣は股に紐を通し，し

っかl)と装着しないと波の力で

抜けてしまう。

・救命信号（信号鏡，発煙筒，

||"I-|1電灯,信号紅炎，火せん等）

は捜索の人間がこちらを見てい

るときに使用しないと意味がな

いこと。

EPIRBについて

・操作および装置の幟成は非常

に簡単である，スイッチを押し

てランプ･が点灯しなければ電池

の不良て､ある。電池の接続か電

池の消耗をチェックすること。

･EPIRB以外の信号発信装

置においても保管方法が悪く，

いざというときに発信できない

ことがある。日頃のメンテナン

スを怠らないように

OFFSHORE

・質問に対して，落水者だけの

場合はEPIRBの発信ではな

く，無線などの他の手段で落水

の状況などを伝えたほうがよい

こと。

ヘリコフ・タによる救助よついて

・ヨットにはマストおよびリギ

ン類があり，ヨットからの直接

の,'i}り上げは困難て鹸ある。

．吊り上げ具は予備を持ってお

らず，切れたら基地にとりに行

かなければならない。

ゴムポー|､か海中に入るなどヨ

ットから離れての吊り上げがよ

い。

など基本的・本質的て具体的な有意

義な話ばかりであった。

時節がら平常の例会には見られな

い多数の会員の参加が得られ，参加

者は一様に真剣なまなざしで話を聞

いていた。また，地元中日新聞も取

材に訪れ，前回の事故の反響の大き

さを示していた。

会場で､はうイフラフトのメンテナ

ンス会社から飲料水および非常食の

提供を受け試食も実施した。また，

イギリス製の海水から真水を造る簡

易造水器の紹介もあるなど，充実し

た例会となった。

NORCでは7月の鳥羽パールレ

ースにも鳥羽においてライフラフト

の実淡を実施する予定であり，機会

をとらえてさらに安全対策の啓発を

図っていく予定である。

舞一

【

職

1
非常食糧の試食も行なわれた
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ボ ートショーレボートPart巳
NORC会員にたいするアンケート平成4年2月11日~16日晴海ボー ﾄｼﾖｳ会場にて
1）貴方の艇は会員艇ですか，会友艇で､すか。会員艇会友艇

2）貴方の艇のレーテングの種類は何ですか（重複も可)IORIMSCR

3）貴方の艇はNORC安全規則カテゴリーいくつて､すか

4）いまの貴方の艇の安全に関する装備て駁安心て､､すかはいいいえ

5)カテゴリー3て､､はルールが替わってライフラフトの替わl)に救命浮環で､もよくなりましたが貴方の艇はレース'|1

も常時ライフラフトを積んて､､いますかはいいいえ

6)CRクラスも3年ごとに更新制度が取り入れられたのを知っていますかはいいいえ

7）貴方の所属するフリート名を書いて下さい

8）安全備品の格納場所は知っていますかはいいいえ

9)Eパフについてお尋ねします

Eパフを艇に載せてありますかはいいいえ

いいえの方へEパフは必要と思いますかはいいいえ～

10）いままで､にオーバーナイトのオフショアレースに参加されましたかはいいいえ‐

11）今後300マイル以上のロンク．オフショアレースに参加したいと思いますかはいいいえ

12）貴方の一番好きなレース名を教えてください

13)NORC機関誌オフショアを読んでいますかはいいいえ

14)同誌は必要と思いますかはいいいえ

15)同誌にご意見があればお書き下さい

16)今年NORC主催忘年会があれば出席されますかはいいいえ

17）ポートショウにNORCブースは必要と思いますかはいいいえ

18)NORCブースではなにをしたら良いて､しよう、お知恵を貸して下さい

19)NORCには各委員会がありますがポランテアで参加しても良いと,W,いますかはいいいえ

20)はいの方にお尋ねします。その場合何委員会がよいて雨すか（丸をして下さい）

ルール総務’帆走安全通信海事思想財務広報CRオフショア

すぐ、にでも入って良いと思われる方は氏名と会員番号を書いて下さい

21)NORCに対するご意見をお書き下さい

22）今回のグアムレースに関して思う所があればご意見を聞かせて下さい

23）貴方が次に艇を替えるとしたらどのような艇にしますか

llORポート21MSポート310R.IMS両方取れる艇4CR5レースはしないクー
ルージングポート6パワーポート7その他（

有難うございました最後に貴方は正会員特別会員会友いずれて､､すか丸をして下さい

④④①アンケート集計①④④
12)鳥羽パールレース・70,沖縄14,STC13,トーヨ○地方のフリートをもっと取りあげること。

．12,ケンウツド10,大島10,JapanCup9,ミド※同意兄1

ルポート7，小笠原7，○充分な予算を取ってりっぱな雑誌にしてﾄﾞさい。

15)○レース結果の詳細をくわしく教えてほしい。 発行を早く（8月の記事が12月はひどい）

○毎月決まった時期に発行してほしい。○いつもうそを書いてあるか，又はどうでもいい記

○編集長頑張って下さい。 事しかのっていない。

○確実な情報を伝えること。○会員のかかえている問題やレース情報など，詳し

○安全について船体構造等含めて横山晃先生に登場〈知りたい又国|際的な立場にたって記事を書いて

してもらいたい。 ほしい。

○NORCのョツトライフ（レースを含めて）の啓○写真をふやしてほしい。○大型のビジュアルな

蒙活動を推進。版型に。

○機関誌という機能をフルにいかして頂きたく思い○全国,各支部会員の情況。○クルージングスポッ

ます。卜。○各支部の案内
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囲気作りを。

○発刊している書物，レポー|､を置いて下さい。

○物品販売。※同意見2

○海事思想普及に関する展示。※同意見3

○写真展。

○ヨットの安全，マナーのPR。※|司意見l

o協会の事業拡大に努力すること。

○レースのコマーシャル。※同意見2

○シーマンシップ・の高揚を？（よめない）

○ヨットスクール。

○ルール委員長の書かれる記事が委員長サイドのも

のが多い様に思われる。出来れば相手側の記事も

のせ，公平性を考えてほしい。

○担当の方々が記事の収集に往陪労されている様子

がわかります。専門誌とは違う味があって大変良

いと思います。

○オフショアの私の手元にくるのが'91年度より遅

い。なぜでしょう？90年度は月が変わると早々

に郵送されて来ましたが。

○少しはクルージング関係の記事も。※同意見2

○英国の“シーホース，'みたいな本にして下さい。

2

○内容をもっと充実したものに。（量的に）

○投割Mをつくる。

へ○編集長コメント欄をつくるべき。

○別冊てゞもいいから局政報告（年度報告等も含め）

を。

○安全教育的内容の記事をM続的に載せて。

○支部を含めて会報（会務）に関する記事を必ず。

○大変ご苦労とは存じますが，各委員会各支部の

定期枠を作り強制的にて’も原稿を書かせたらいか

がて､しようか。原稿が来なければ「到着せず」と

すれば良い。

英語のレジュメは同一号でやるべきです。投耆欄

を作る。それと編集長コメントの欄を作るべき。

18)oNORC事業のPRにつきる※|前1意見4

○会員が気蛭に寄れて人との会話が出来るような雰
1，

○活動内容のパオ､ル紹介（視覚的にうったえる）

○外洋レースの普及(PR)をもっとすべき

※同意見1

スルールのビデオ。〔）し

○4級免許保持者への教育。

○力悦の女子学生を大量動員して人目を引く作戦に

出る。

○NORCの商品を販売すべきて、す。

また広報関係をもっと積極的にするべきて､､す。

○休めるムードなど。

外洋ヨット思想を広報するためのパンフ等を作って

配る等。

○全国支部等，住所,TEL.No

o安全に対する講習をしてほしい。

21）○関東の方面は活動がさかんですが内海支部は地味

なのて鹸なんとかしてほしい。

○外洋レース（ワンナイ|､以上）のレースをもっと

■
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おもしろいコースに変えては。

○地方会員のメリットが少ない。

○満足。

○安全教育の場を作って欲しい。

○各支部をもっと良くして欲しい。

○会員サービス，メリッ|､を考えて下さい。

○エントリー料が高い。

○インショアレース中心になっているレースをオフ

ショアレースにうつして下さい。

○事故は付もの。

○地方支部に注目を。

○活動している人が委員になるべきだ。

○運営をするメンバーが固定しすぎる。

○関東だけに片寄らず広くⅡ本中から意見を聞く耳

を持って欲しい。

○頑張って下さい。

○クラブハウスを併設したハーバーの建設。

ORC色でなくもっと協会色を出すべきだ。

○ヨットの海の事故の処理を海保だけにまかせず，

NORCとしても何か,ll',来ないか考える時期に米

ていると思う。

○|到際VHFを使用したレースをどんどんやるべき

だ。

○マスコミPRをもっとして下さい。

○もう少し会費を安くして下さい。現状でごくふつ

うの会員への還元が十分であるかと思うと少しむ

ずかしいと思います。

5．

○クルージンク派のための活動も必要と思う。

○海事思想の普及につとめる。

○NORC会員に対する特別なメリット。

○協会主催のレースでの安全基準及び実施点検及び

レースルールの徹底。

○組織として本来の機能を発揮するべきです。

○レース，クルージンク寧の安全教育。

○安全なセーイリングにl封して法的な問題があれば

しょかつ官庁に交渉して解説して欲しい。

○地方に対する情報伝達が遅過ぎる。

22）○安全は各自の責任に船いて行う。ハーフタイムー

定時コールの義務は守べきです。

○残念だ。NORCの対応は立派だった。海の力を

再認すべき。

○レースを終わる勇気を待て。一

○実行する事。アルプス等を積む事。

○来年も開催して欲しい。

○救助体制が残念で､した。

○しかたがないと,W,う。又続けていくべきと思う。

○個人の判断のあやまl)。

○一度は参加したいと思っています。

○事故ばかりでなく完走した艇も報道願いたい。

○グアムレースは夢で､したが残念て、す。

○エントリー審査が甘い。

○かわいそう。

○未熟。

○クルーザーのスタビリテイーと安全について再チェッ
8．
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○安全に対する自己の再認識と共に行政の協力を得

てハード，ソフト両面から考えなければならない

時期に来たと思う。

○本船適用安全備品をそのまま小型船に持ち込む不

合理にはうんざりする。根本から考え悲ければな

らない。

○定時連絡が2回以上ない時は捜索を自動的に行う

ような方法がとられていれば良かったのて厭はない

か。

○くわしい調査と報告をオフショア特別号て､。

○もう少し沢山の舟が参加すればGood。

○50～60knotsの風10mの波は外洋レースにはつき

物,仕方がないと思う。それを十分考えた上でレー

スに出るべきだ。誰かがやってくれるという気持

ちはやめるべきだ。自分自身しかないのだ。

○強い船で参加してほしい。

○不運。

○NORCの対応が非難されていますが，実際レー

スに出場している者にとってはやむをえない対応

ではなかったのかと思う。

○今回の自己を教訓として安全対策を強化すると信

じ一般へのレースの理解をうながしてもらいたい

○安全検査を厳し〈（特に船体）する。

○最低でもNORC会員資格をもつ。その上で経験

何年以上と決めて出場させる。

○スキッパー，クルーの技量に合ったレースに参加

すべき。

11，

クを。

○イーパブ使用法の説明とアルゴスのレンタル（カ

テゴリー1以上）

○安全|生が問われる。

○ロールコールに特に応答が無い場合，24時間以内

に何らかの確認作業を行うべきだった。

○不運と不幸が重なって生じた事故が残念である。

グアムレースは今後も続けてもらいたい。

○クルーに新人を乗せる場合人数を考えるべき。

○事故は付もの。

○我々レースをしたいものとしてレース委員は単に

スタート，フイニツシュの号砲をではない事故に

対する早い判断と救援を推進すべき。

○不運としか言いようがありません。

○乗り手の問題より艇に健全でない発展があったの

て､はないて､しようか。クルーザー＝安全な船とい

う考え方にもう1度戻るべきです。

○安全ルールを再確認

○エントリー艇の資格確認をしっかり。

○しょうがない。

○次回に向けて十分な安全体制を考えて行くべきてﾞ

す。

○不測の事態だ。

○各委員の方におかれましては大変ご苦労様て、した。

○安全，救命に対する対策，対応の見直しが必要と

思います。

○たくさんあるので，安全委員会の件て意見を言う。
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○安全に関する「I頃の注意を必要と思った。

○ファストブレッドなどの安全備IH!の定着。NOR

C認定のライフラフトの空気がぬけた（たか号）

そうて鹸すがAVOAのライフラフト（書籍の名前

は忘れましたが67(69)日漂流して助かった人の本

て､は67(69)日間浮いていたそうて叡す｡なんで桜マー

クの不良品を認定して外国のよい物を認定しない

のですか？

○不運であったことに加え外洋レースと三角レース

をliilじ様に考える部分があったのか。

○「自分の命は自分で守る」との認識をもっと強く

打ち1llI1すべきと思う。

○安全対策をベテランヨットマンと言われる人程お

こた{)がちだったと思うのて､､すが．．…｡。

○しょうが無いです。
へ

○オフショアレースに対する安全意識の改革につな

がれば良いと思います。

○ヨシ|､レースの本質をマスコミをjmじて司股国熈

にどんどん知らせるべきである。

○やむをえない事故だったと思う。

o出たい。

○|､ラブルは各自の責任だと思う。

○マリンスポーツ力辨んになる中て改めて海の恐ろ

しさを知らされた思いて謡す。自然を相手に完壁な

安全はないのかもしれませんが，更に安全への知

識を広く一般に広めなくてはならないのて､､はない

かと思います。

○全然問題ナシ，スキッパーの権限で､全て処理

○運営のあり方について批判が出ていますが，まず

過去の保安庁郵政との交渉の中て､規定が定められ

て来たケイイを十分に理解すべきだ，しかし，今

回の保安庁の対応を見れば環境はさらにヨシ|､側

に傾いていると考えたい。一時の感情的批判に負

けず，角界との接点を十分とり，新しいレース運

営規定を定めて欲しい。

○外洋に出る船にしては，安全|生に問題が有るのてゞ

は。

○中止せずに続けて欲しい。※同意兄2

○非常に残念て鹸す。※同意見4

○NORCは正しい。

○保安庁との安全策の兄直し。

○安全を再確認したいと,W,います。入ごとで､はない

と思う。

○安全についての追求を事故の解明と共にお願L，し

ます。

○すべて乗り手（艇災・オーナー）の責任だと,W,い

ます。ただし直前のインスペクションはレース委

員会の手て醸直接行うべきだったと,W,う。

14．

○ヨットレース冒険というものがそんなに甘くない、

カンタンて､､はないということが良くわかったのて､、

は･･････。

○悲しい出来事て､､はあったがヨットに乗っている時

は必ず思い出すて、しよう。しかしグアムレースは

つづけてほしい。

○総会の委任状に,委任する人の名前を書く様になっ

ているが，あれがあると委任状が書きにくい，てﾞ

17．
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きれば無記名にしてほしい。

○IORにより艇の強度等が落ちているのて、はない

か。

○①艇及び安全機器の点検を「事前審査事項」とし

て設けたら。

②クルーの技量経験等，予めチェックしたら如

何（参加資格として)。

③今同の事例2件についての発生原|犬’（要|大|も広

汎に）対策等Reportの詳細の公開を。

○100%人災です。それと……。すべて，たら，れば

て畿すが今回のレース委員会はもう少しレースのこ

とを勉強する必要があります。インスペクション

はJC型にするべきで､した。

○安全に対して講習等年何mが行う。

○IORレースはI|'止すべきである。

○非常に残念な事故が発生したと思うが，今後の安

全|生に関して貴重な教訓を与えてくれた。

○今回の半故経過の報告と，問題点の広報そして，

対策を広く聴聞の上立案していただきたい。

○通信連絡体制が欠けてたのではないだろうか，常

時ワッチなど。

○事故調査対策委員会の結果を詳細にオフショア

に載せてください。

○ロンク争レース不要。

○救助が遅れたことが残念。

○絶対に続けて下さい。これでこのレースが中止，

縮小されることになったら，事故が起こるごとに

レースがて､きなくなりすべてのレースが出来なく

なってしまうて'しよう。

○別になし毎年つづけてほしい。

○続けて欲しい。将来は参加したい。

○非常に残念だとは思うが,これからお祭気分でレー

スに参加していた人たちには考え方を変えてもら

ういいチャンスだと思う。

○あの事故の件は遺族の方にはI1'し訳けないけど自

然の中で行ったことなので仕方ないと,W,う。艇長

の判断にゆだねるしかないにでは……。

○ヨットのライセンスを持つ事に問題があると思っ

ている。モーターボートに乗ってヨットのライセ

ンスが取れる事が変です。そう思いませんか。

○大変残念に思います。マリンマリンにしてもタカ

にしても，なるべくしてなったとは思いません。

自然の力の前では人力がいかに無力か痛感しまし

た。

○事故について今後安全面について検討すべきであ

るが最終的には艇長の判断で，レース主催者側の

責任については従来どおりで良いと思う。

○IMSクラスが中心となってくれば,IORレー

ティングに無理やり合わせたようなイヒ伊ツなヨッ

トは減ってくるのではないでしょうか。

へ
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進化した酸素系ハイオク

GP-1ブﾗｽ､誕生。
進化するのは､自動車だけではない｡次の世代

の主流となるハイｵｸかｿﾘﾝとは､どうあるべき

か｡その答えの一つが､｢GP-1フ・ラス｣て､ある。

酸素を含んだ新しいガソリン基材MTBEを

H本て､初めて採用したハイオクが､共同石汕

から､いま､誕生した。

ハイオクガソリンに求められる数々のスペッ

クを､ハイレベルに進化させたこれからの高

品質ハイオクGP-1プラス｡あなたの愛車は、

今日から新呼吸しはじめる。
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NORCarranged''theworkinggroupfbrtheinvestiga-
tionandmeasurefconcerningaseriesofaccidentsin

therecentJapan-Guamrace,andwillcontinueto

examinethecauseandthesolution.Basedonthe

activitiesofgroup,thedailyaccountsoftheaccidents

aredescrivedhere,bymergingtheannouncementsby
theThirdRegionalMaritimeSafetyHeadquartersand
thedailyrecordoftheracecommittee.

ShipweckofMarineMarine

FromtherescueoperationsrecordbytheThird

RegionalMaritimeSalbtyHeadquarters.
Dec.27,i991.(timeapproximated-varies)

Island.MarineMarinewasinsearchofthecrew.

PatrolboatUraga,wasdispatchedfbrthesearch.
Dec.28,1205(approx.)

PatrolboatUragaretreivedonecrewmember,Ms.

MihoSato,20,whowassufVeringfTomsevereseasick-

ness.Anotherpatrolboat,Mizuho,arrivedandUraga
leftthescenefbrYokohama.

Dec29,1230(approx.)

AropewastangledaroundMarineMarine,spropel-
ler,disablingitatabutllOmileseastoi､Hachiioiima

Island.Toeingwasrequested.

Samedayl530.

UragametupwithMarineMarineandattemtedto

towit,butthelinewasbrokeninstormyweather.
Theywaitedoutthestormwhillkeepinganeyeon
theYachLDec30,0320(approx.)

Theyacht'slightdisappeared・PatrolboatMizuho

calledviaVHFbandbuttherewasnoresponSe.The
yachtwasmisSing.
SamedavIOOO

TheMaritimeSafetyAgencysetupacommandcen-

tertoconductrescueoperationsforcapsizedMarine

Marine,anddiSpatchedfburpatrolboatSincluding
Mizuho,twoairplanes，andahelicopter.
SamedaylO20(approx.)

HelicopterFalcon900,locatedcapsizedMarine
Marine.

SamedaylO29

RescueboatpersonnelofMizuhosavedMr.Osamu

Kubota,24.

SamedaVl230
‐

RescueboatpersonnelofMizuhoinspectedtheyacht
andfbundabodynearthecopanionway.Thebody
wasbroughtaboardMizuho.

Samedayl400

Mizuhowassituatedattheweather9100a(Marine

Marineto666rescueoperationsbuthittheyacht
becauseofaStrongleeway.ThehullofMarine

Marinewasbrokenandtwobodiesemergedfromthe
opening.Thebodieswererecovered.

AnotherbodywasfounedinsidetheVachthulland
recovered.

Samedayl700

Fourrescuemissionpersonalattemptedtopreventthe
hullfromsinking.
Samedav2230

PatrolboatMizuhowasreplacedbyYashimaand

LefithesitefbrYokohama.

Samedav2255
ヅ

EmissionsfromaradiobuoyattachedtoMarine
Marinefadedout.

Weatherreportofl2/30/91

Winddil･ectionNWN;WindspeedaroundlOm/
sec(about20kt)

Waveheightlto2m;Swell2to4m

Watertemperature;l9.5.C
Dec.311300

PatrolboatMizuhoarrivedatYokohama.

Samedayl700
PressconferencewithMr.Kubota.

SamedavI700
ジ

Presscollibrencewiththechiefofthecommandcen-

へteribrrescueoperations.
Jan.11992

Thedaybefbre,asearchoperationwasconductedby
patrolboatYashimaandthreeotherboatS、twoalr‐

planesandtwohelicopters.

Twofragmentsofthehull'souterplate,fourlife
vests,aliibrafi,threeartiklesofclothin2andabagー

wereretreived.

Mr.Kubota'scomment,"weaskedtobelransferredto

Mizuhobutwererefusedbecauseitwastoodanger-
ous.''AninquirywasmadeofMizuhoatapress
conlbrenceyesterday,regarding.
MarineMarineaskedifilscrewcouldmoveto

Mizuho;givenatthetimeofasIorm.Mizuhoreplied
thatitwastoodangerous;duetonighttimeandbad
weather.MarineMarineunderstoOd.

concluded-

TheDisappearanceofTaka

FromtherescueoperationsrecordbytheThird

RegionalMa｢itimeSafetyHeadquarters.

Dec.29,1991,12-00Takareporteditspositionas29-
32N,141-55E.

一
‘

ー

CommunicationwithTakahadbeenlostthereafier.

Jan.2

TheracecommitteeatOuaml･equestedtheMariana

YachtClub(MYC)toexpandaradiomonitoringnet-
work.TheUSCoastCuardlearnedthattwoboats,

includingHalfTime,hadbeenmissingandcalledthe

racecommitteeaskingiftheyneededhelp.Thecom-

mitteeappreciatedtheofferandreportedthesitua-
tion.ReportswerealsosenttotheNORChead
omce.

Jan.3

HalfTimeandMol-eJoy7crossedtherinishline
oneaiteranother.

Jan.4

Theracecommitteedecidedtocharterasearchail･-

crali,buttheweatherwouldnotallowthenight.
Jan.5

''YachtTaka,pleasecomeintocontactYachtTaka''、

callattemptsfromtheMisakiYachtRadioStation

wereairedwithnosucccsfulcontact.Visibilityim-
provedintheallernoonandthecharteredairplane



〃

new.However,noboatswerefoundina60-mile

squarearea.Ameetingwasheldbythemembersin-

cludingthecommodoreofMYCltwasrecognized,
thatthesituationbecameserious.TheUSCoasl

Guardwastelephonedandanappointmentwasmade

forearlynextmorningtobringinallthematerialS

disCribingthesituation.Atthesametimetelephone

communicatiOnwithNORCheadquartersConnrmeda
requesttotheThirdReqionalMaritimeSaibtvHead-

ご

quartersfbrmallytosearchfbrthemissingboat.
Jan.6

PrOceduresfbrthesearchhadbeencompleted.
1215

AP3Canti-submarinepatrolaircrafttookofffrom

AndersonAirForceBase.Atthesametime、another

P3Canti-submarinepatrolaircraftoftheMaritime
SelfDefenseForcetookofffl･omAtsugiBase．A

ｰ

Japan-U.S.cooperativesearchhadbegun.TheThird

~RegionalHeadquartersofMSAassumedthesearch

operationcommandcenterfbrTaka.

Thefirstdayofthesearchendedwithoutaclue.
Jan，7

Thesearchresumed,usingthefbllowingrescuecraft.

MSA:ThepatrolboatcarryingahelicopterYaShima,

aFalcon900,aYS-llA.

MSDF:TwoP3CS

USNavy:AP3C

ThesearchbvtheabovefbundnocluesofTaka
ご

AccordingtotheinvestigationbyUSCoastCuard､

theNorwegianLPGtankerBergeEagle,hadpresum-

ablvsightedTakaa[29-14N､141-55E(on)Dec.29in
ゴ一

theaiternoon.

Jan.8

MSA:Thepatrolboatcarryingahelicopter,

Yashima,IwoYS-llA.

MSDF:TwoP3CS

USNavv:AP3C

Thesearchbytheabovefbundnoclue.
Jan.9

~Thesearchresumed.

WSA:Thepatrolboatcarryingahelicopter,

YaShima,twoYS-IIA.

MSDF:TwoP3CS

USNavv:AC-130.
ご

Thesearchbvtheabovefbundnoclue.

Jan.10

Thesearchresumed.

MSA:Thepatrolboatcarryingahelicopter,

YaShima,twoYS-llA.

MSDF:TwoP3CaUS-1.

USNavy:AC-130.

Thesearchbytheabovefbundnoclue.usNavyhad

completedsearchofanassignedareathatday.
Jan･ll

ThcscarchreSumed.

MSA:Thepatrolboatcarryingahelicopter,

Yashima,twoYS-llA.

MSDF:TwoP3CaUS-l.

Thesearchbvtheabovefbundnoclue.
ご

Jan･l2

Thesearchresumed.

MSA:Thepatrolboatcarryingahelicopter,

17

Yashima,twoYS-llA.

MSDF:AP3C.

Thesearchbvtheabovefbundnoclue.
ダ

Jan・13

Thesearchresumed.

MSA:Thepatrolboatcarryingahelicopter,

Yashima,twoYS-IIA.

MSDF:AP3C

Thesearchbvtheabovefbundnoclue.
シ

Jan.14

Thesearchresumed.

MSA:Thepatrolboatcarryingahelicopter,

Yashima,twoYS-IIA.

MSDF:AP3C.

Thesearchbvtheabovefbundnoclue.
‐

Jan.15

Thesearchl･esumed.

MSA:Thepatrolboatcarryingahelicopter,
Yashima,twoYS-IIA.

MSDF:AP3C.

Thesearchbvtheabovefbundnoclue.
ご

Jan，I6

Thesearchresumed.

MSA:Thepatrolboatcarryingahelicopter,

Yashima,twoYS-llA.

MSDF;AP3C.

0恥HORE

Thesearchbytheabovefbundnoclue.MSAreport-

ed"Thereislittlehopeinfurther.TheSearchby

dedicatedairplanesiscIosedasofthisday・Routine

searchoperationSbypatrolbOatSwillcontinuehere-

after.''Thesearchoperationcommandcenterfor
Takawasdissolved.

TheCapsizingandsinkingofTaka:aDrifiatsea

TakawascapsizedSuddenlybyabigwave,Then,it
tumedoverl800around.Dec29,1991,2000;inthearea

80milesNofMukojimaIslandintheOgaSawara
Chain.

Afterrollingovercompletely,itwaSuprightedabout

anhourlater・butthecabinwasflooded・Duringthe

roll-over,oneoutofthreecrewmembel･sonduty

failedtoescapefromthecockpitanddied.Acrew
memberthiedtoactivateEPIRBonboal･dafterthe

roll-overbuttheindicatorlampdidnotcomeon.lt

wasIostduringthetransferintotheliferaft.The

bagcontainingalifEsavingkithadbeenopenedto

getanashlight.Mostofthefbod,drinkingwaterand

itemslikeilareswerewashedawav,whentherafttur-

nedover・However,allsixmemberssafetyfranslbrred

totherafi.Thevsetadrift.

Jan.9,morning;AP3CandaYS-llnewoversuc-

cessively.Jan.10;Acrewmemberdied.Jan.ll:

Threecrewmembersdied.Jan.12;Anisland

presumedtobeHanajimaofOgasawarawasspotted

Jan.16;Asrewmemberdied.Jan.251600(approx.);

South-eastofChichijimalslandofOgasawara,25-

10N、143-09e,TheBritish竹eighter,MearskCypress,

lbundadriftingli化rafiandrescuedasurvivor.He

wasidentifiedasMr.MiharuSano,31.Jan.260015;

MearskCvDresscameintocontactwithpatrolboat
ご里

Uragaat25-40N,142-52E.-Restomitted-
translatedbyDr・MuneoTakaoki
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第119回理事会議事録
社団法人日本外洋帆走協会

1日時

平成4年2月22日(士）1300～1510

2 場所

東京都千代田区霞ヶ関3－2－3

国立教育会館509会議室

3出席者

理事30名!:1'出席27名（うち委任状10名）

（出席）

石原‘|真太RII大儀見薫秋田博正清水栄太郎久保和男

並木茂士朝河清石井正行児玉萬平鈴木康之

古川保夫安岡信一小林義彦都築勝利秋山福夫

松木哲岩田行史

（委任状）

林賢之輔宮坂敬三柴Hl邦敏11嘩田昌矩川端治夫

長谷川富延三井祥功Ⅱ|田東吾末松明東江正喜

（理事以外の出席）

横山晃(監事）渡辺修治(監事）松井利簡(常磐支部長）

平松栄一(顧問会議長）川村安正(玄海支部副支部長）

相馬稚利(NORC事務局長）

4 議題

(1)1991年度事業報告及び収支決算報告案

(2)1992年度事業計画及び収支予算案

(3)新入会員の承認及び会員･登録艇の現状について

(4)1991年度会費諦内者（除名予定者）について

(5)支部及び専門委員会報告

(6)その他

5議事

1300,清水専務理事の司会により開会，出席理事は27

名で本理事会の成立を而匿匙石原会長力議長となり，議

事録著名人に鈴木，古川両理事を指名，議事に入った。

始めに会長から，今回のク舗アムレースの事故は,NO

RC始まって以来の大きな事故となった。世界て．も，か

つてのアドミのような大遭難があったが，我々はこのグ

アムレースの事故のなかから教訓を取り出し，今後の安

全文様を確立することがヨットの仲間を姑めとする社会

の要請て鹸あろう。将来の指針となる皆さんの知恵を事故

対策委員会に寄せてもらいたい。旨の発言があった。

議題(1)1991年度事業報告及び収支決算報告について

久保常務理事から，資料に基づき，レース事業等の各

事業及び各委員会の活釧犬況の大略報告があり，児玉財

務委員長から，収支決算について資料に基づき概要次の

報告があった。

91年度収支の概況は，主としてイベント収支の悪化に

ともない，極めて厳しい数字となった。会費・登録収入，

管理費等経常収支はほぼ予算どおりに推移したがH本海

レースの中止等による賛助会費の未実現，タ､ブルノ､ンド

レースの経費増，ジャパンカッフ。の収入減，経費増等に

よl)大幅な収支のマイナスとなった。加えて年末に発生

したグアムレース遭難に対し一時に相当額の現金を用意

する必要が生じ，関東支部基金から遭難対策基金の協力今
を仰ぐこととなった。

収入については，

、会費入会金は微増，賛助会費は実現しなかった。

,登録料は伸び，会友艇登録の増加が寄与。全|玉|的

に舟艇登録を逆転させた。

・会報収入の伸びは,GPSの頒布を行なったため。

．特別事業の!|!にはIMS関連事業があったが未実

現。

支出については

・管理費は予算どおりに推移した。

、会議は新事務所での会合を主体に考えていたが，

会議費の削減には至らなかった。

、会報委員会費の大幅増加は前述GPSの仕入れが

計上されているため。

．特別事業費タ、ブルハンドレース経費は，通算事

業費では596万円の黒字決算となったが､単年度対

予算で､は800万円の支出超過になった。へ
、特別事業費，ジヤパンカツフ･は，対予算200万I-'Iqﾉー

収入減約400万円の支出超過となり，単独収支で

もマイナスとなった。

以上のとお')，今年度決算はビック識イベントの収支に

大きく左右されてしまった。特にこれらの支出について，

十分にコントロール出来なかったことて鹸は当委員会の責

任を大きく痛感している。

今年度，遭難関係の支出も相当額予測されることから，

この反省を十分に活かして予算執行に当たりたい。

また,1100万111の補助金収入について，科目の名称，

使用目的，返還方法，関東支部基金の状況等各理事から

質問読義が交わされ，児玉財務委員長から，これは，前

述のとおり主としてグアムレース遭難対策諸費用に当て

るものて､､あり，単年度であっても決算をマイナスにする

のは社団法人としてはまずいのて補助金としたものであ

る。また，精算は予備金から充当することとし，複数年

丘

1



を要することとなろう，と重ねて説明があった。また，

並木理事|對束支部長から，関東支部で､の審調犬況及び名

目はどのようなものであっても当然，精算されるものてﾞ
ある。と説明があった。

次いで，横山監事から，2月4H,渡辺監事とともに

監査を行なったが会計については適法かつ正確であり，

業務については法令定款に違反する事実はなかった。旨

の監査報告があった。

会長から，もし必要なら船舶振興会への依頼のことも

考慮にいれて討論しようとの発言があった。

ついて需各理事から，概略次の種々な発言があった。

児玉財務委員長

昨年の理事会，総会において財務体質がイベント依存

型になっているのて醸イベントがうまくいかないと，財務

一状況が危くなる。従って，経常収支は会費で賄いたいの
て繰値上げを願いたいということで承認された。単年度予

算て畿は，支出増であるが4～5年の長期的にみれば収支

はバランスしている。

石原会長

国際交流基金等考慮することも必要であろう。レース

は予定どおり継続するが予算への食い込みはさけなけれ

ばならない。

清水専務理事

スポンサーからの賛助会費等は，事業の新捗状況に応

じていただくのが，健全な方法である。

児玉財務委員長

イベント毎に，予算を的確に組んで提出していただい

て，それを確実に守っていただきたい。

大儀見副会長

事業予算のうち賛助会費等を含めて，本部への納付は，

事業の当初に本部へ入れるのがよい。

評原会長
全体に下降気味な財務状況なら，今の内に対処を考え

ておかなくてはならない。

並木理事

本部のシステムを考えるべきで，本部は種々な事業を

やりすぎる。事業は支部にImせぱよい。これをやらない

と本部は更に苦しくなる。本部の在り方を考え直してほ

しい。具体的には，レースは，支部が運営するのがよい。

現実でも鳥羽レースは，スタートは東海支部受け入れは

関東支部て運営している。レースは支部が運営して，本

部へは一定の収入を納付するということにすればよい。

清水専務理事

本部は，レース事業のみでなく，収入がなくて費用の

かかる計測等の事業また,NORCとして離せない事業

社団法人としての全般的な事業もある。

並木理事

計測も本部で自らやる必要はなく，計測業者に受託さ
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せればよい。

清水専務理事

ただ今の件は，検討させていただきたい。

都築理事

レースて、の本部への納付金は，本部の管理部門の経費

に使用されていると理解している。その意味からもレー

スは，黒字で終了しいなければならない。

並木理事から，支部基金について他支部の状況はどう

なのか，との質問があり，東海支部約1,20()万円，内海支

部約1,300万円,西内海支部少額との回答が当該支部から

あった。

古川理事から，本部に基金があれば良いが。との質問

があり，清水専務理事から，社団法人で､は，穂去上無理

であろう，総務委員会で検討する。との返答があった。

議長から，事業報告案及び収支決算案について諮られ，

異議なく承認された。

議題(2)1992年度事業計画及び収支予算案について

久保常務理事から，資料に基づきレース事業について

はジャパンカッフ．及び江ノ島・清水レースの｢l程変更，

計股事業については総務委員会事業にJYRU問題推進

作業の追加を含む各事業計画の説明があり，次いで，児

玉財務委員長から，収支予算につき，資料を基に大要次

の説明があった。

収入については，

・経常収支健全化のため会費値上げを行ない，対前

年32％増を兄込んだ。

・登録収入では，会友艇登録のさらなる拡大を見込

んだ。

・事業費頒布物品は若干の増加を見込んだ。

･GPS等は頒布物品に組み込んだ。

．特別事業のジャパンカッフ｡，グアムレースの収入

は，91年度予算とほぼ同額とした。

支出については，

・人件費の伸びは6％とした。遭難対策に係わるバ

イト雇用経費も含んでいる。

・家屋費は新オフィスの水準で計上した。

・委員会支州額の基本は，各委員会の申告を基礎と

したが，厳しい財務状態を踏まえ相当額抑制させ

ていただいた。

．特別事業支II｣'!については，今年度は十分なコント

ロールを行なうこととしたい。

基金の精算については，

・予備金のに|'から充当していく。現在の財務状況てゞ

はすべての精算が終わるまて、複数年費やすことに

なろう。

全般として，92年度の予算は収支改善を前提として組

んで､います。従って各委員会実行委員会にあっては，
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より一層の支出管理をお願いいたします。

ついて畿，横山監事から，近ごろ種々の機器の発展にと

もないセーラーの原点て､､あるべきシーマンシップ･の精神

力薄れてきた感がする。この辺で再認識しないとシーマ

ンシップの将来は，非常に暗いものになる。なんとかし

たい。旨の発言があり，会長から，まさにその時期にき

ている。推進する施策を講じたい。と発言があった。大

儀見副会長及び清水専務理事から，取りあえずクルージ

ング委員会を海事思想普及委員会の中に置き，内藤委員

長のもと朝河理事を主体にして検討実施に当たってもら

いたい。と提案があり承認された。

議長から，事業計画及び収支予算案について諮られ，

異議なく承認された。

議題(3)新入会員の承認及び会員･登録艇の現状について

清水専務理事から，資料に基づき昨年11月1日から本

年1月31Hまて､､の間の新入会員は,30名て､､，会員合計

4,605名となる旨の説明があり，全員の入会を承認した

ついて､登録艇について，資料による説明があった。

議題(4)1991年度会費滞納者(除名予定者)について

久保常務理事から，資料別紙5の名簿のうち，名簿作

成後昨日までの間に会費を納入された5名については，

名簿から削除していただきたいと氏名を読み上げた。未

納者は，353名である。旨また，除名については従来どお

り猶予期間をおいた後，手続きをとることとする。との

説明があり，承認された。

議題(5)支部及び専門委員会報告について

＊安全委員会担当古川理事から，資料により,NOR

C設備規定は船検と同内容の規定をNORCのルール

として取り込んだものて､あり，また,ORC特別規定

て､､は「この規定は各国の規則に代わるものて愈なく……

補強するものである」と規定されており，国の規定と

同一内容のものをNORCの規定とするのもおかしい

ので，削除したい。旨の提案があった。

読義した結果，国の施策との関係もあり保留すること

とされた。

＊帆走委員会からの連絡として，都築理事から，鳥羽
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レース日程等の変更が報告された。

＊石井ルール委員長から次の提案があった。

①玄海支部から,1993年4月開催予定の,第2回オー

クランド～博多ヤマノ､カップ。ヨットレースは,IO

Rを取l)止めIMSを採用する予定である。ついて

は,IMSクラスの広告表示カテゴリーBを承認し

ていただきたい。との申請が広告表示特別委員会に

あったが日程の都合がつかず同委員会が開催できな

かったのて､，本理事会において審調頼いたい。

②NORCの国際審判員は現在4名で日程にゆとりが

ないので，これを10名程度に増員する手続きをとり

たい。

以上2件について，誇義の結果承認された。

＊小林東海支部長から，オフショア本年1月号て鹸大儀

見副会長が，新年の挨拶で，「ニッポンがアメリカズ･ヘ
カッフ。を日本に持ち帰って，次は東京湾だということ

になれば……正月の正夢て需あって欲しいものだ」との

記事があるが，蒲郡で､いろいろきかれた。新年の挨拶

として「夢」を語ったものだ。と返事をしたが，いか

がて､あろうか。との質問があり，大儀見副会長から，

誤解のないようにしておきたいのは，決定権はチャレ

ンジンク、クラブにあり，日本て鹸はNORCにある。N

ORC支部のある所ならば開催場所はどこの海域て､､も

よい。ということて､､ある。記事に関しては，大きな歴

史の流れの中の「夢」を語ったものである。との回答
があった。

他に質疑意見等なく，以上で審議を終了し,1510,第
119回理事会を終了した。

上記議事録に誤りのないことを証明し，記名押印する。

平成4年2月22日
一

議長石原慎太郎（印）

署名人鈴木康之（印）

署名人古川保夫（印）

第120回理事会議事録

1日時

平成4年2月22H(火)1630～1650

2場所

東京都千代田区霞ケ|男3－2－3

社団法人日本外洋帆走協会

国立教育会館509会議室

3出席者

理事30名中出席20名

（出席）

母
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朝河清石井正行石原‘|真太郎大儀兄薫久保和男

児玉萬平清水栄太A|I鈴木康之内藤恒夫並木茂士

古川保夫安岡信一岩崎正幸小林義彦都築勝利

秋山福夫秋田博正松木哲岩111行史川村安正

（理事以外の出席）

横lll晃(監事）渡辺修治(監事）

平松栄一(顧問会談長）松井利簡(常磐支部長）

相馬稚利(NORC事務局長）

議題

(1)主要役員の選任

(2)その他

5議事

1930,清水理事の司会で開会，出席理事は20名で本理

Jf会の成立を確認石原理事が仮議長となり，議事録署

名人に安岡，内藤両理事を指名，議事に入った。

議題(1)主要役員の選任について

清水理事から，役職についての「役員名簿(案)」の提

出があり，新任，退任役員の報告があり，会長石原理事，

冊l｣会長大儀見理事，専務理事清水理事を名簿(案)のとお

’)，また，他の1名の副会長については，清水専務理事

から小林東海支部長にお願いしたいと諮られ，それぞれ

異議なく互選した。（石原会長,議長となる｡)ついで，常

務理事については会長が指名，総務委員長には規約によ

り専務理事がなり，また海事思想普及委員長以外の専門

委員長を名簿（案）のとおり，海事思想普及委員長には

内藤理事が諮られそれぞれ互選し，それに基づき会長が

指名，支部長については理事会の合意に基づき会長が任

命した。顧問については理事会の同意に基づき会長が委

1噸した。

へ以上のとおり承認された。（｢役員名簿」は，本議事録

一添付することとした｡）

小林新月ll会長から新任の挨拶があり，ついで清水専務

理事から，新任のfl'!席理事内藤，岩111苛，川村三氏の紹介

があった。

他に，質疑意見等なく以上て､誇義を終了し,1650,第

120回理事会を終了した。

上記議事録に誤りのないことを証明し，記名押印する。

､'た収4年2月2211

議長府原慎太郎（印）

署名人安'前l信一（印）

著名人内藤恒夫（印）
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監事

支部長

専門

委員長

顧問
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役員名簿
氏名

石原慎太郎

大儀見薫

小林義彦

清水栄太郎

久保イ'1男

並木茂士

朝河情

石井正行

児玉萬平

鈴木康之

内藤′|亘夫

林賢之輔

古川保夫

宮坂敬三

安岡信一

山崎達光

柴田邦敏

器崎_1}ﾐ幸

川端論夫

長谷川富延

都築勝利

三井祥功

秋l｣I福夫

秋旧1博正

平|鮒l英信

松木哲

山村彰

岩田行史

川村安正

束江正喜

横l11晃

渡辺修治

末松

城間

米Ⅱl

田中

松井

長江

高橋

今岡

明

祥行

義勝

良治

利簡

博人

太郎

又彦

平松栄一

福永昭

名#ll幸夫

塩路一郎

飯島元次

嶋田武夫

加藤忠男

貴伝名一良

野本謙作

大原敦

役職

会長

副会長，陸|際小委員長

副会長，東海支部長

専務理事，総務委員長

常務理事

関東支部長，技術担当

会報小委員長

ルール委員長

財務委員長

通信委員長

海事思想普及委員長

計測委員長

安全担当

帆走委員長

泊地対策委員長

駿河湾支部長

近畿北陸支部長

内海支部良

西内海支部長

玄海副支部長

沖縄副支部長

関東支部
〃

玄海支部長

沖縄支部長

津軽海峡支部長

北海道支部長

常磐支部長

安全委員長

技術委員長

法政委員長

顧問会議長，関東支部

関東支部
〃

〃

〃

〃

〃

内海支部
〃

玄海支部
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－第4回 初 W-HA/VDED-

一別C〃7RACE

ZUsh／Mar/nayacｶrC/Ub

6月27日(土)PM6:00～7:00スタート

逗子沖｡初島(反時計廻り)E>逗子沖争

/勧吟診鉱ﾌr藤/〃〃砿珊〃ﾗ線ラル方形r詞ｱ秘

〃参っ〃′鯵Z"勁沸J"』/'"/'っ卿,,2／

ある優勝艇のスキッパーが日焼けした顔をほころばせ

て語ってくれたのが印象的てゞした。屈強なヨットマンた

ちが集まることで知られる初島ダブルハンドレースは今

年で4回目を迎えます。クルー選びから始まるレースで

すが，完走後の↑囲艮感と爽快感は格別のものがあるよう

て､す。

去年と同じで小型艇を先にスター|､させて同じ風域帯

でフリートが（うけずにバトルを展開してもらいます。

このレースは勝利だけが目的ではなく，とかく技術論

が先行する世の中て愈忘れかけていた人間と自然との調和

が，実はヨットの醍醐味なのだと分からせてくれるて､､しよ

う。

参加艇

参加費

乗員

ディビジョン

(Div.)

［参加資格］

1．有効なIOR,IMSおよびCRレーティングを所有している艇

2．その他主催者が特に認める艇（先着60艇限）

¥20.000(参加費・記念品･2名のパーティー費などを含む）

乗員は2名で夜間の初島廻航経験が3回以上または同等の経歴がある事

l.IOR-Div.:IOR,JORレーティンク．取得艇

2.IMS-Div:IMSレーティング取得艇

3.CR-ADiv:CRレーテインク守取得艇で､レーテイングが6.95m以下の艇

4,CR-BDiv:CRレーテイング取得艇て繊レーテインク守が7.80mまて､の艇

5.CR-CDiv:CRレーテイング取得艇て．レーテインク、が7.85m以上の艇

参加申込琴青求先：〒170豊島区東池袋1-31-15沼田歯科初島Wハンドレース係
FaxO3-3982-1976ハガキまたはフアツクスでお申込みください。

涕弓

〃
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特殊無線技士および第4紙劇二＃級海上無4 繍團媚士資格取得について
NORC通信委員会む無線設備の取扱い方法

第1－3級特殊無線技士については，本年6月と10月電気通信術1分間50文字の速度の和文及び欧文に

に国家試験があります。6月分については既に4月20日よるそれぞれ約2分間の送話と受話

に締め切られていますが，この時期に取得希望の方には法規電波法及びこれに基づく命令の簡略な

無遅刻無欠席が条件の養成課程による資格取得の途もあ概要（胤紬H安全法及び電気通信事業法

ります。受講希望者がある程度揃いますと養成課程の開並びにこれらに基づく命令の関係規定

催要請ができますので，6月開催を希望される方は，至を含む）国際電気通信条約，同条約附

急関東支部小山氏までお申し出下さい。少人数の場合は，属無線通信規則の簡略な概要

勉強会の開催などて、国試に望むことになります。英語口頭により適当に意志を表明するに足

第4級海上無線通信士の国家試験は，8月ですので受りる英会話（大学教養課程終了者は免

験希望の方はお問い合わせ下さい。国家試験の申込期間除あり）

聖，6月1日-20日です。なお本資格の養成課程はあり第2級海上特殊無線技士
よせん。個人学習に自信の無い方は，第1級特殊無線技中短波帯SSB(2-4MHz)(船舶局1OW以

士の養成課程に参加し国際通信の資格も取得した上で学下)，国内通信の為の国際VHF(局50W以下)およ

習を進め，国試にチャレンジするのが一石二烏でしょう。びレーダーの操作｡(本資格の取得は余り意味が無い

また希望者多数の場合は，勉強会の開催も考えていますようて、す）

ので．お問い合わせ下さい。試験科目

以下，各種資格の操作範囲と試験科目の概要を記述し無線工学空I|1線及び無線機器の機能の概要を含

ておきますのて嬬，必要性に応じ参考にして下さい。む無線設備の取扱い方法

第4級海上無線通信士電気通信術1分間50文字の速度の和文による約2

中短波･短波帯SSB(2-22MHz)国内通信の為の分間の送話と受話

国際VHF(船舶A11250W以下)およびレーダーの操法規電波法及びこれに基づく命令の簡略な

作。ちなみに第4級アマチュア無線技士の操作も可。概要（電気通信事碧去及びこれらに基

（本格的な学習が必要ですが操作範囲も広くやりが づく命令の関係規定を含む）

いがあります）第3級海上特殊無線技士

試験科目国内通信の為の国際VHF(同5W以下)操作。レー

無線工学無線設備,空中線系等,無線設備及び空グーの操作は不可｡(新しい規格の国際VHFの操作

中線系等の為の測定器機の理論構造可能,VHFのみで良い場合に取得容易）

一 及び機能の基礎，およびこれらの為の試験科目

保守及び運用の基礎無線工学無線電話の取扱い方法

電気通信術1分間50文字の速度の和文による約2法規電波法及びこれに基づく命令の簡略な

分間の送話と受話概要

法規電漉去及びこれに基づく命令の概要(船
：‘・

舶安全法及び電気通信事業法並びにこ

駿河湾支部住所変更れらに基づく命令の関係規定を含む）

国際電気通信条約，同条約附属無線通 新住所

信規則及び海上における人命の安全の 〒424清水市入船町13-35ベルジユ35内

為の|玉l際条約の概要 電話0543（51）3223(マリン共同オフィス）

FAX上に同じ第1級海上特殊無線技士､率，：…

中短波帯SSB(2-4MHz)(船舶局75W以 事務員勤務月～金（祭日のぞ<)10時～13時

下)，国際函信が可能な国際VHF(同50W以下)お 常駐予定4月13日(月)より

よびレーダーの操作｡(国際航海に従事する場合に必 尚、会費等の振込口座は変更ありません。

要） 駿河銀行清水支店（普）925003

試験科目
’社団法人日本外洋帆走協会駿河湾支部蕊ミ

無線工学空中線及び無線機器の機能の概要を含

関東支部代議員会のお知らせ：7月3日'8:30～’'2月4日'8:30～･場所は未定です。

駿河湾支部住所変更
新住所

〒424清水市入船町13-35ベルジュ35内

電話0543（51）3223（マリン共同オフィス）

FAX上に同じ

事務員勤務月～金（祭日のぞ<)10時～13時

常駐予定4月13日(月)より

尚、会費等の振込口座は変更ありません。

駿河銀行清水支店（普）925003

社団法人日本外洋帆走協会駿河湾支部
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： 第 2回オークランド～福回 岡レース
玄海支部広報委員長樋口淳司

3年前，第1回の時始めてお手伝

いをさせてもらいましたが，感激し

たのは続々フィニッシュするヨット

のゼッケン番号です。あのゼッケン

制作は初めての経験て鞭女房と二人で

徹夜で､つくった手作りのゼッケン番

号て､､した。ヨットよ'）もなによりも

ゼッケンにまず目がいきました。は

るばる南半球から赤道を通過し北半

球まて､､やってきたヨット群，そして

そのゼッケン番号をつけてて､す。本

当に感激しました。

そして来年度いよいよ第21''l開催

の連びとなり，1月29m，桑原敬一

福1曲l市長11席の記者会見場て､，今後

4年おきに開催されることも発表さ

れました。今から大いに楽しみにし

ておI)ます。

尚，上記に関しての問い合わせ先

は，福岡市立ヨットハーバー内の同

実行委員会事務局（〒819福岡市西

区小戸3-58-laO92-884-

0505)｡エントリーの締め切りは'93年

1月22日で､す。

齢懇
§
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左から，桑原福岡市長大儀見NORC副会長
榎本福岡ヨツトクラブ会長末松玄海支部長

一日 NORC保険デスクより
団体ヨシ 卜保険申込受付中です

夢鳴紗墓.j…‘,』轡“

1-1本全土，春風に酔う季節になり

ますが，会員の皆様には，張る風に

快走しデッキで美酒を仲間て､くみか

わすシーズンて､しようか。

3月1Hから4年目の団体保険が

スタートしています。継続でお申込

いただく会員の皆様も多く，お礼申

し上げます。

初めてお申込いただく会員の皆様

には，見慣れない分厚いパンフレッ

トと申込書（裏面は申告書）で，当

惑される方も多いと思われますので

今回は申込方法についてお知らせい

たします。

で記入をおねがいします。ステ

ップ｡3は判りにくいのて、すが，

船体保険の己印（破線の円）4

ケのいずれかに○印をつけるこ

と。賠償責任保険の〈．)印3ケの

いずれかに○印をつけること，

さらに搭乗者傷害保険の('>印

（破線の楕円）2ケの|ﾉ1，上

部楕|-'I内には1名当たりの希

望保険金額(1,000～5,000)

を記入し，下部楕円内には乗

員人数を艇の定員以下て､､の記

入をおねがいします。

なお，ステップ｡’で､う｡ランを

決めかねている場合には，フ・

ランに○印は必要ありません。

当デスクて愈作成する見積書に

は2つのう｡ラン別保険料が記

載されますのて､､，十分ご検討

いただけることと思います。

さい。さっさと手続きができ

る方は，希望llの前日にフリ

ーダイヤルしてください。

A.4前記A2と同じ方法で､FAXし

てください。ただし1個所だけ

追加記入が必要なところがあり

ますのて､､ご注意ください。その

個所は，ステップ｡lの右端「｢|］

途加入します－開始H」に希望

日をご記入ねがいます。この加

入希望Hに間に合うように当デ

スクで順次見積書発行を致しま

すので，ご協力ください。見積

書からう。ラン・コースが正式に

決まれば，ゆったり手続の方一

さっさと手続の方も，希望日0ノ

午前中に所定振込用紙を利用し

て保険料を送金してください。

振込日＝保険開始Rとなり，保

険が有効となります。

なおご不明な方は,NORC保険デ

スクまでお問い合わせください㈲

Q.1団体保険を考えてみようかなと

思ったら…･･･

A.1フリーダイヤルへお問い合わせ

ください。(0120-024410)

A.2FAXが使える方は,'92NOR

Cヨット保険申込書を利lllして

見積りをご依頼ください。この

時点で申込とはなりませんから

お気軽に送信してみてください。

(FAX#:03-3291-2289)

その際申込書のステップ･3ま

Q.2希望日から団体保険に加入し

たいときめたら｡…….。

A.3ゆったりと手続をしたい方

は，希望、の7日位前に，フ

リータ守イヤルヘお知らせ〈だ

今月の表紙:大阪湾で開催された，“関
西トナーズカッブ"・減少にあるといわ

れているIORだが，総勢8艇のワント

ン，2トンが集まり，力の入ったレース

を展開した。写真／ヨッティング

OFFSHORE"2()2り･$Iz戒4年4111511;fij･

毎川ll''l1511発行

昭li52年7)121日第三種郵便物認nJ

1部定価300円（郵送料46I'I)

発行社|､ｵ舩人11本外洋帆走協会

束附<郁港lﾒ虎ノ門1-11-2("2船舶恢興ビル5階）
′心,活・東京03(3504)1911～3〒105

郵便賑併爵号2-21787

印刷lりl竣印MII株式会社

グァムレース順位確定：‘‘摩利支天"からレース委員会に対して出されていました救済要求は却下され，結果，
凸E

ハーフタイム"(朝河清オーナー)の1.0.R,クラス優勝力確定いたしました。
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第巳回曰力国親善ﾖｯﾄﾚース 玄海支部末松明

は以下の通り。

(SはSkipper,CはCrew)

・韓国…韓国外洋帆走協会

（チーム名…K)

S…朴基哲氏

C･･姜又石氏

・グアム…MarianasYacht

Club

（チーム名…MYC-A)

S…Mrs.GingerBrown

C…Mr.BrettChivers

・ク守アム…MarianasYacht

Club

（チーム名…MYC-B)

S…Mr.TomBrown

C…Mr.GaryGriffin

・日本…対馬セーリングクラフﾞ

（チーム名…T)

S…田中節孝氏

C…大浦泰満氏

･H本…NORC玄海支部

（チーム名…G)

S…冬至克也氏

C…川村安正氏

スキッパーは前に座って顔だけ出

し，足でラタ、－を操作しながらメイ

ンシートとスピンハリを受け持つ。

端からみていると土管から顔を出し

たドブオ､ズミそっくりだ。（失礼）

後ろのクルーは20ノット近い風の

為にコックピットから這いIII1,てハイ

クアウ|、してヒールをおさえる。

ここまでくると親善レースとは名

ばかりでまさに｢America'sCup」

のミニ版。3カ国5チームの総当り

マッチレースはこうしてはじまった。

レースの模様はへたなレポートや

写真だけではなかなかお伝えて､､きな

いがつまり【EXCITINGI】の一言

につきる。

チームそれぞれの応援団と地元M

YCのメンバーの観覧艇からの声援

を受けて，スタート前のサークリン

グやセオリー通りに相手艇をおさえ

て走るレース展開も見事だったし，

2つのインフレータブルポートによ

る[on-the-waterjudgesystem]

も充分機能し，何胆|も緑旗や赤旗が

上げられていた。

あの悲惨なジャパン～グアムレー

スの出来事を一時でも忘れさせてく

れた底抜けに明るく，陽気な2HH

だった。

表彰式の席上，韓国チームと対馬

チームからMarianasYachtClub

へクラブハウス建設の為の寄付の申

し出があった。

出場チーム，選手及びレース結果

､蝿伽鵬墓震畷:，
行なわれた。

2年前，対馬の嚴原て穣行った時は

釜lllと福岡からは船を廻航し，遠来

のグアムチームには福岡のチームを

チャーターしてもらってし'一スを行

なった。

しかし今度は場所がグアムの為，

廻航するのは大変だしグアムには借

りるほど船はない。なにか良い方法

はないものかとこのレースのグアム

側責任者て穣あり，玄海支部の会員で

あるMr.GeorgeJohnsonに相談し

たところ，スクゞに彼はオース|､ラリ

アに飛んて､､｢Mini-12m｣なる船を4

艇このレースの為に購入してきた。

郡:欝獺型餌竺
ストラリアII」を記念して作られた

本物の1/4モデルである｡あの特長あ

るウィングキールもちゃんと付いて

いる。違う所はステアリングて､はな

〈ペダル（足）で､ラタ馨－操作をする

ことくらい。スピンもちゃんとそろ

っていてかなりシビアな船だ。

乗員の体重差のハンディを補う為

にあらかじめ体重計測を行ない，差

額を鉛のバラストで補った。

大人2人でいっぱいのコックピッ

トは各種のシートやハリヤードがリ

ードされていて乗I理寺にキチンと整

理していてもすぐにゴチャゴチャに

なる。

＊レース結果

|K、
､

T
MYC

=A

MYC

-B
G

、
、

○K
〆.、

Lノ○

、
MYC

-A
○ ○ ○ ×

、

、
MYC

-B
F1
、‐ノ ○×

、
－
１照r享総｜

観
T

〆、

（ノ×

▽
、

｜×><

’'○G ×

・同点優勝決定戦

K･･･OMYC-A…×

＊成績

優勝…KoreaOceanRacingA.
2位･･･MarianasYachtClub-A

3位…MarianasYachtClub-B

4位…対,!Iウセーリングクラブ

4位…NORC玄海支部
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夢いつ'まい働頼もしい女性ｾｲﾗー･…”
｢また外洋に行って来ます!!」

金子純代さんｲﾝﾀビｭｱｰ:五十嵐薫

'91メルボルンー大阪ダブルハン

ドレースに女性（オーストラリア

人ベスと）2人のチームで参加

し，見事完走された金子さんの

ことは，記憶に新しい方も多い

でしょう。

その金子さんがまた外洋レース

に挑戦…という情報を聞き，イ

ンタビューしました。

1．金子さんのプロフィール

ハタチの頃ほんのちょっと暇つぶ

しで始めたのがきっかけ。ほんのち

ょっとした気持ちて争月光というチー

ムに顔を出したのがきっかけ。その

ほんのちょっとした出来事が･･…私

の20代を天|玉lにも地獄にもしまし
や刃

ノー○

それからというもの男の子に混じ

って毎週末油壺に行く。必ずヨット

に乗れるわけて､もなく，レースに出

させてもらうわけて､もないのに……

油壺に行く……いつかは外海へと思

いをはせて。

だから人が何と言おうが私は引き

~ドがらなかったです……女の子がヨ

ットに乗るということはあまりいい

ようには言われませんで､したけれど。

2．現在はどういったヨット活動を

していらっしゃるんですか

現在は月残業100時間という以前

勤めていた会社の時に貯めたお金で、

J/24艇を買い，レデイスチームを作

ってちまちまと活動しています。

基本的に私はオリンピックコース

のレースはあまり向いていないけれ

ど，自分の思っていることをやるに

はこのレディスチームでの活動実績

がとても重要なのです。このチーム

での活動があるから外洋レースにも



チャレンジて､きるのて、す。だから今

後もこのレディスチームは何とか維

持していきます。それにこのメンバ

ーといる時が一番楽しいて醸す。いい

メンバーに恵まれています。ただ若

干人手が足りません。女性クルーを

募集しています。男性チームでつま

らない思いをしている貴女。連絡を

~ドさ－いI

3．女性セイラーとして何か心がけ

ていることや苦労していることはあ

りますか

非力な自分(女だということ）を自

一卓すること｡そしてその対処を考え
』ことが女性セイラーが男性に負け

ずにヨシ|､に乗れるポイン|､。やは

り男性の力にはかないませんもの。

4．メルボルン～大阪ダブルハンド

レースについて簡単にお話を聞かせ

て下さい

①参加するきっかけ

男性チームのI|1にいたら何もしない

で済んでしまう。そんなことは当り

前て､私がシー|､を引くよりも，男の

子がガッガと引いた方がいいに決ま

っているもの。だからダプルハンド

にチャレンジしたかつのて､す。全て

のものを自分でやりたかったのです

それと太平洋をタテに走りたかった

くら。

②一番の苦労話

レース中に舵力斬れて7日間漂流し

たことや，台風に2回もお目にかか

り，70～80ノットの風,10mの波の

中でもまれたことなんて，スポンサ

ー捜しをしていた時のことを,W,えば

何ともないです。3年間IJLI方八方飛

び'且'り，頭を下げ続け，何度もあき

らめかけた夢。スポンサーが見つか

らずにこのレースをあきらめた人を

大勢見てきました。いろんな経験が

できたのも全てスポンサーのお陰で

す。鈴木社長の「そこまで言うなら

太平洋へ行ってこい」の一言です。

この一言で私の3年間の苦労はブッ

27

飛びました。

③参加して良かったこと

全てのことを自分でやらなければな

らないこと。ワッチオフで寝ている

時「ウーン誰か力起こされているな

あ」なんてウトウトとしているとハ

ツとして，誰かじゃなくて自分じゃ

ないか，ベスに起こされるのが他に

誰がいるんだ」と思い，少々辛かっ

たこともあったけど，スピンを上げ

るのも下ろすのも，セイルチェンジ

をするのも，こわれた物を直すのも，

位置を出すのも，あらゆること全て

を自分でやらなければならなかった

ことがNo.1。｢何当り前のことを言っ

てるんだ」と思うかもしれませんが，

大勢でヨットに乗っていたら甘えが

出て誰かがやってくれるだろうとい

う気持ちになるけど，この場合は仕

方ないのです。

それともう一つ,同じような思いを

抱いた人たちとたくさん知り合えた

ことです。とても素H青らしい人たち

ばかりで，大変お世話になりました。

私がこうして無事太平洋を縦断でき

たのも大勢の方のご協力があったか
I凸.一一婆

らL9o

5．セイラーとして今後の活動の目

標は何ですか

今年の8月に行われる日本海レース

（福井→ウラジオストック460マイル）

に38ftの艇を借りてレディスチームで、

参加します。

その後は来年春に行われるオークラ

ンド～福岡レースに出たいです。ま

だスポンサー，艇のメドは全く立っ

ていませんが，絶対に出たい11……

この気持ちが大切……おのずと道が

開けると信じています。懲りていま

せん11

6．女性セイラーの後輩たちに何か

アドバイスがあればお願いします

アドバイスなんてたいそうなことは

できませんが，「乗りたい」という気

持ちが大切です。そしてその気持ち

Of応"0雁

／
や

のどこにポイン|､を置くかです。あ

れもやらなくてはこれもだというこ

とになるといつかしんどくなります。

楽しくやらなくちゃ11

それから,いろんな人がいろんなこ

とを言いますが気にせずにマイペー

スでいくこと。｢かわいいから目立っ

ちゃうのよれ」なんていう気持ちを

持つぐらいでないと，人の言葉でか

なり傷つき悩んでしまいます。

何度も言いますが「明る〈！楽し

く1やらなくっちゃね」

7．金子さんからのメッセージ

朝日新聞社から'91メルポルンー大

阪ダブルハンドレースの内容を中心

とした本を出版します｡｢フツーの女

の子がやる気になれば何だってでき

ちゃうよ」というようなタッチの元

気の出る本です。女性向けに書き下

してはありますが，もちろんヨット

のこと，台風のこと，漂流のこと等

きっちりと書いています。皆様に読

んで頂ければ幸いです。（5月中旬

に発売予定です｡）

大きな夢を実現するために,元気

いっぱいでイキイキしている金子

さん。私もいつかは外洋レースに

出てみたい…そのためにも絶対金

子さんの本を買いますね。
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ハウステンボス・ハーハー
子

ﾖｯドﾏﾝを招く／

本物のヨーロヅWlウステンボズ，
ン｣，4つのホテル，42のレストラ

ン，12の博物館，8つのアミューズ

メント施設，数多くのショッピング

施設等々オランダの都市形成史をニ

チーフとする建ｷ娘洋が古き良きヨーー

ロッパを1方佛とさせる。

ハウステンポスへのアブ･ローチは

海上からのルートが最高であろう。

自然のままのロケーションの中に忽
と

然と現れる街並みには外っ国をラン

ドフォールしたかのような感動をお

ぼえることだろう。

ることがて、きる新しい住空間の創造」

を理念に，オランダの国作りに学び，

エコロジカルな新しい街を誕生きせ

ようというビッグプロジェク|､であ

る。

風光明媚な大村湾に面した152ha

の広大な敷地に,全長6Kmの運河が

ゆったりと流れ，水面に映えるオラ

ンダの美しい街並みが形づくられて

いる。『パレスハウステンポス」を

はじめ，ユ|､レヒト大聖堂を容姿と

する105mの展望塔『ドム｜､一ル

昨年の10月号で紹介した「長崎オ

ランダ村ハウステンポス」が3月25

日にオープンの運びとなった。旧長

崎オランダ村の13倍の広さを持つウ

ォーターフロント・リゾー|､の誕生

で､ある。
ﾊｳｽテンボス

"HUISTENBOSH''はオラン

ダ語で“森の家”の意で，ベアトリ

クス女王の宮殿“パレスハウステ

ンポス”にちなんで命名されたとい

う。元来工業団地として造成された

荒野を「自然の息づかいを肌で感じ

▲_~ゴ〆~I 蹄
需
屏
》
｛
垂

》
雲篝壷謹裳菫菫菫菫藍･島：ざ.皇ﾆーｰ 一

二
｛
』
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一
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圭
一

子
草
垂

左から，入園ゲートとその後ろにナイアンローテ城パレス・ハウステンボス，ホテルヨーロッパ
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海に向かって広がっているハウス

テンポスの施設の要はマリン関係てﾞ

ある｡173隻の海上係留のハウステン

ポスマリーナがあり，また，運河に

面したワッセナー（住宅地区）では

総戸数250戸中157戸が30～50ftの艇

をプライベート桟橋に係留すること

ができる。

マリーナに隣接するハウステンポ

ス港には復元された"デリーフデ”

が係留され，船上ミュージカルのス

テージと葱っている。また，『大航海

体験劉『帆船博物館｣葱ど“海を体

験する”施設も数多くあり，大型の

レストラン船｢デハール｣，運河を巡

,ぺ｢カナルクルーザー』，海上遊覧船
一‘ハーパークルーザー｣,オランダてﾞ

忠実に復元・建造された威臨丸・観

光丸の運行も行われている。

マリーナの設備には注目すべき点

が多い。艇の安全のため，荒天時に

は沈下させたゴムマウンドに注水し，

波浪を防ぐフレキシブルマウンド装

置や航海中の船内にたまったビルジ

及び汚水タンク内の汚物はすべて陸

風車の前に咲き誇るチューリップ
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上の処理場に回収する環境保全シス

テムなど既存のマリーナにはない施

設を備えている。この様な快適なマ

リンライフを楽しむためのシステム

を背景に五島，平戸，天草といった

クルージングエリアを持っている。

門司～佐世保は114浬で,西内海から

は2日航程の距離にある。

現在住宅・マリーナ共に第1期の

募集中で，戸建住宅（延床89～330

m27敷地300～1,247m2)は

7,000～44,000万円台，マンション

(2LDK～3LDK,70～120m')

は4,900～10,000万円台（共に係留

施設利用極り途,消費税込み)。係留

費関係は30ftで年90万円～50ftて､年

180万円，保証預かり金

1,500～3,000万円（入会金200万円

を含む)。

ケストバースは二十数挺を予定し

ており，（現在は第一次募集中なの

で､，これ以上のバースをゲストに提

供できるとのことで､ある｡)料金は30

ftで､12時間7,000円24時間14,000円

50ft12時間15,000円,24時間30,000

円で，係留予約はかなり前（1ケ月

位）より前日正午まで､受付。申し込

み先はTelO956-58-0321マリン事

業部まで。

ゴールデンウイークや夏休みの遠

征クルージンク､には最適のスポット

ではなかろうか。

⑪クラブハウス②ビジターハウス③水門④ハネ橋⑤クロムハウト（修理工場）

⑥ドックヤード⑰ワッセナー④給油バース⑨ケストバース
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全世界で最も信頼されている、理想的なハーケン・ジブリーフィング＆ファーリング

システムの紹介で魂

ジブリーフィング＆ファーリングはコクピットから､できるだけ簡単にセイルを縮めら

れるような効果的なシステムが必要でする

まして､スムーズな回転や､特別な強度などの要求にも完檗に応じなければいけませ

ん｡通常のり…フイングシステムでは､縮帆(リーフィング)するごとにセイルが深くなり

過ぎ、帆走性能などに悪影饗をおよぼしていますが、八一ケン・ジブリーフィング＆

UNIT-0(20～29フィートの小型艇）

Sピン～ピン9.5mまで

UNIT-1(28～37フィートの小型艇）
Sピンービン11.8mまで。

UNIT-1.5(35～38フィートの小型艇）
ピン～ピン14.2mまで

※35～38フィート、の小型艇でヘッドステイが8mmの艇

UNIT-2(36～46フィートの中型艇）
Sビンーピン16.2mまで

NIT-2.5(36～46フィートの中型艇）
ビンービン18.4mまで

40～50フィートの中型艇でロッドステイー22の艇

Cモデル

￥210,000

Cモデル

￥308,000

Cモデル

¥373,000

Cモデル

￥472,000

Cモデル

￥588.000

UNIT-3(44～70フィートの大型艇） Cモデル

ピン～ピン20.0mまで¥787.5

艇の長さだけがシステムを選ぶ基準ではありませんから注意してください｡ヘッドステイの直

径･全長によってユニット､Neが変わりま或

ワイヤーのみｽｳｪｰジ加工･ﾌｧｰﾗｰ取付工事･ﾚｰｼﾝグドﾗﾑ仕様は別途料金で攻．

八一ケンジヤパン株式会社〒662兵庫県西宮市西宮浜2-21-9.,′’

TEL.0798-22-2520/FAX.0798-33-21004C

’
フアーリングシステムは､これらのすべての要求を解決していますb

通常はリーフィング時､スプリットドラムと上部ピンが回転するのみでヘッドステイ中

心部が強く巻き取れませんが、ハーケンはヘッドステイ（フォイル)中心部がドラムと

ピンよりも早く回転し始め、ドラムとピンが遅れて園転するため美しく均一に巻け、

ファーリングしてもセイルが深くなる心配はいりません。

世界のあらゆる海域で使照され､1年間に20‘900本以上製造される実績がすべてを

物語っているのです6

レーシングドラム仕様

ハーケンジフファーラーの鍛えぬかれたエアロタイ

ナミックフォイルは､レースでも大きな威力を発揮し

ま式クルージングモードからレーシングモードへの

変更は､巻き取りドラムの6本のビスの脱蒲だけで

完菫諺作業は態単､所要時間はわずか10分で魂

ドラム部はビスだけて簡単に着脱できま魂ドラム

部をはずせば､今までどうりジブ交換が可能･レー

シンクセールも無駄になりません．

一ケンジブリーフィング&ファーリングシステムは ターンの特許のもと製造されていま式

’

＝-

アーー

’



ﾖｯﾄ'ﾓーﾀーボーﾄ総合保険
東京海上火災保険株式会社

住友海上火災保険株式会社
お問合せ先：会員代理店またはNORC保険デスク(フリーダイヤル0120-024-410)



○
弔
い
工
○
カ
ｍ
平
成
４
年
４
月
晦
日
発
行
（
毎
月
１
Ｍ
垢
Ｈ
発
行
）
昭
和
詑
年
７
月
虹
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

ｐ
Ｉ
ｔ
’
｝
脹
轟
墹
刈
ｊ
１
１
Ｉ
剣
・
’
１
．
１
Ｌ
も
ワ

３
１

日本総輸入販売元ファユトマリ→ノ
神奈ﾉ||県三浦郡葉山町一色370TEL.0468(76)1771FAX.0468(76)1044

大阪事務所／大阪市西区新町1-17-8ハイネス新町公園503TEL.06(532)9211


